


































齢 は18.3歳、3年 生 は
20.8歳であった。
＊〒230−8501  横浜市鶴見区鶴見2−1−3  鶴見大学短期大学部歯科衛生科











Questionnaire Survey about Dental Esthetics to Students of Dental Hygiene − Part Ⅱ−
田中宣子＊、加藤保男＊
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田中宣子、加藤保男：歯科衛生科学生の歯科審美に対する意識調査第2報
−　 −93
ろ、審美性に対して高い関心を示していることが明らかに
なった。特に歯の色についてついては1年生で出来るだけ白
くしたいという回答が多く、白い歯に対する憧れが強いこ
とがわかった。
　今回は1年生と3年生で調査を行ったが、今後は同じ学生
が教育を受けてどのように変化していくかについて追跡調
査を行いたい。
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